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見通しに関する注意事項
本アニュアルレポートに記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史的事実でな
いものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んでいます。将来の業績等に関
する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明における「計画」「戦略」「確信」「見通し」「予測」「予
想」「可能性」やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の業績は、さまざまな要因
により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。
　実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、米州、欧州、アジアなど
の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさら
された市場の中でアンリツが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替レート
などです。
　なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。また、法令で求められてい
る場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、将来の見通しを修正して公表する義務を負
うものではありません。
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対象分野 主な顧客 主要製品

モバイル市場
●   LTE、LTE-Advancedなど、モバイル通

信規格の研究開発
●   通信用チップセット（スマートフォンなどに

組み込まれる通信用半導体）の研究開発
●   スマートフォンやタブレットなど、モバイ

ル端末の研究開発・製造

ネットワーク・インフラ市場
●   光・デジタル通信の研究開発
●   通信装置の研究開発・製造
●   光ファイバ通信網の建設・保守
●   無線基地局の建設・保守
●   ネットワーク品質保 証（障害モニタリ

ング）

エレクトロニクス市場
幅広い分野に対応した汎用計測
●   通信関連電子部品の開発・製造
●   通信装置の開発・製造
●   無線基地局の開発・製造
●   情報家電・カーエレクトロニクス関連な

どの研究開発・製造

●   スマートフォン／タブレット端末メーカー
●   EMS（電子機器生産受託企業）
●   チップセットメーカー
●   IT系サービスプロバイダ
●   通信事業者

●   通信事業者
●   通信建設業者
●   通信装置メーカー

●   電子デバイス／コンポーネントメーカー
●   通信装置メーカー
●   携帯端末メーカー
●   電子機器メーカー

売上高比率  売上高 営業損益
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産業機械事業
　 （百万円） （百万円）

異物検査
●   混入異物や形状などの検査

質量検査・計量
●   計量、重量選別やパッケージなどの検査

部品実装の品質検査
●   プリント基板の印刷はんだ状態の検査

●   食品メーカー（農産物、畜肉、加工食品）
●   医薬品／化粧品メーカー（錠剤、カプセ

ル、液剤、貼付薬）

●   精密電子機器メーカー（スマートフォン、
液晶パネル、カーナビ）
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その他の事業
　 （百万円） （百万円）

情報通信事業
●   河川・水道などの公共インフラに関わる

監視・制御システム
●   金融システム、映像配信などの高品質

ネットワーク向け帯域制御装置

デバイス事業
●   光通信網、通信装置向けの光・超高速

デバイス

●   官公庁・自治体
●   金融機関
●   映像配信事業者

●   電気機器メーカー
●   通信装置メーカー
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※1 「その他の事業」には、消去および全社を含めています。
※2 2012年3月期より精密計測事業の区分を「その他」から「産業機械」に変更しています。
※3 2013年3月期より情報通信事業は「その他」に含めて開示しています。2012年3月期も遡及して「その他」に含めて表示しています。
※4 2012年3月期以降は、国際会計基準（IFRS）に基づいて算出しています。
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X線異物検出機

帯域制御装置PureFlowシリーズ

レーザーダイオード

モバイル端末テストプラットフォーム

広帯域ベクトルネットワークアナライザ

BERT Wave
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